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１. 開催概要

テーマ 中学校の休日の運動部活動の地域クラブ活動への移行について考える！

担当省庁 スポーツ庁

開催日時 令和５年10月28日（土）14:00～16:00

開催場所
東京都千代田区大手町1-2-1 
Otemachi One タワー18階（PwCコンサルティング合同会社内会議室）

参加対象者 ぷらすメンバーのうち、中学生

参加人数／グループ数
・１班：５名
・２班：４名

質問例

① 今後、休日の学校部活動の代わりに行われる地域クラブ活動で、
新しく取り組んでみたいことはありますか。

② どのような活動内容であれば、普段、運動・スポーツに親しんでいない中学生が、
休日の地域クラブ活動に参加してくれると思いますか。

3



今回のいけんひろばでいただいた意見は、

スポーツ庁の「地域スポーツクラブ活動への

移行に向けた実証事業」の実施方針
に反映しています！

• 「地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業（以下、「実証事業」という。）」とは、

各都道府県・市区町村が、それぞれの地域スポーツの推進体制等の下で、地域の実情に応じて、

運動部活動の地域スポーツクラブ活動への移行に向けて多様な取組を実施するものです。

• スポーツ庁では、実証事業を効果的かつ円滑に実施するため、

事業実施に当たっての基本的な考え方や方向性等を

整理したものとして、実施方針を示しています。

• 都道府県、市区町村では、この実施方針をもとに、

事業計画を作成し、事業を進めていきます。

「地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業」の実施方針とは

みなさんの意見は、
自治体の担当者向けの説明会等でもご紹介 
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２. スポーツ庁「地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業」への反映について



実施方針
（意見が反映されたもの）

意見反映時のポイント

実施方針への反映について
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みなさんからいただいた「日ごろの部活動／地域のクラブ活動について思っていること」、

「普段、運動・スポーツに親しんでいない中学生が、運動・スポーツに参加する方法」、

「魅力を感じる部活動」に関する意見は、実施方針の中の

「（１）「地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証」において取り組むべき観点」の部分に反映しました。

みなさんの意見

【観点①】地域の実情等に応じた多様な地域クラブ活動の
モデル（収支構造を含む。）の構築等

【観点④】指導者の質の保障、適切な指導の実施、
指導者の量の確保に関する方策の検証、好事例の収集

⚫ エンジョイしたい人と、大会で勝って実績を積みた
い人のバランスを取れたらいい。

⚫ 部活がハードなのに勉強もたくさんあって大変。部活
を大会に出ることが目的ではなくて、楽しむことを
目的にしてほしい。

⚫ 地域クラブの種類は部活動の種類より多いと嬉し
い。

⚫ レクリエーション的なものを土日にやったりできるとい
い。

⚫ 今の部活は練習場所が狭いし、部員20人に対し
て指導者も1人しかいない。実力的には3～4グ
ループに分けられるが、グループ分けして練習する場
所もない。コーチを増やせたらいいと思う。

⚫ 指導実績のある先生の指導の時間をもっと取れ
ると嬉しい。

⚫ 生徒のニーズや意見等が反映される仕組み（例えば、生
徒によるワークショップの実施や児童・生徒へのアンケート調
査等）や生徒が地域クラブ活動の運営に参画して活動
を支える事例の収集等を行う。(P.6)

⚫ 競技・大会志向で特定の種目や分野に継続的に専念す
る活動だけではなく、例えば、体験教室やレクリエーション的
な活動、複数の種目を経験できる活動、障害の有無にか
かわらず誰もが一緒に参加できる活動など、生徒の志向
（希望する内容も含む。以下同じ。）や体力等の状況
に適したスポーツに親しむ機会を提供する地域クラブ活
動のモデルの構築を目指す。（P.6）

⚫ 生徒の多様なニーズに応えられる指導者の養成や資質向
上を図る観点から、地域クラブ活動に携わる指導者に対し
て、地域の実情や地域クラブ活動の方針、参加者の志向
等に応じた研修機会を提供するとともに、指導者が学び
続けられる仕組みづくりや指導者資格の取得を目指す環
境整備も進め、指導者の質の保障、適切な指導の実施
の担保方策を検証するとともに、好事例を収集する。
（P.8）

• こども・若者のみ
なさんのニーズや
意見が反映され
る仕組みを作るこ
とが重要であるこ
と

• 多種目・ニーズに
応じた活動ができ
ること

• 指導者の量が確
保されていること

• 指導者の質が保
障されていること



関連リンク集

「こども若者★いけんぷらす」について ｜こども家庭庁 (cfa.go.jp)

「こども若者★いけんぷらす」についてのホームページ

いけんひろば ～中学校の休日の運動部活動の地域クラブ活動への移行について考える！～ について｜こども家庭庁Web 

(cfa.go.jp)

「いけんひろば～中学校の休日の運動部活動の地域クラブ活動への移行について考える！～」のホームページ

部活動改革ポータルサイト ～学校部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行（地域移行）に向けて～：スポーツ庁 

(mext.go.jp)

「学校部活動の地域クラブ活動への移行」についてのホームページ

都道府県・政令指定都市での取組について
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⚫ 実施方針は、令和６年１月に、スポーツ庁から都道府県・指定都市に向けてお知らせをしています。

⚫ 実施方針をもとに、実際に都道府県・指定都市がどのような取組をしたのかは、

来年度はじめ頃に改めてみなさんにご報告したいと思っています！

３. 関連リンク集

https://www.cfa.go.jp/policies/iken-plus/
https://www.cfa.go.jp/policies/iken-plus/hiroba/chiikikurabukatsudo/
https://www.cfa.go.jp/policies/iken-plus/hiroba/chiikikurabukatsudo/
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop01/list/1372413_00003.htm
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